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答

問

財
政
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
検
討

町
問問 答答
大
田
原
市
で
は
平
成
24
年
度
か
ら
、

約
3
億
円
の
歳
出
で
学
校
給
食
費

の
完
全
無
償
化
。
当
町
で
は
全
員

を
対
象
に
す
る
と
約
7
千
5
百
万

の
歳
出
が
必
要
に
な
る
。
一
時
的

な
歳
出
で
は
な
く
継
続
す
る
経
費

で
あ
る
。
無
償
化
は
。

学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
実
施
す

る
た
め
に
は
、
多
額
の
経
費
が
必

要
に
な
る
。
町
を
挙
げ
て
事
務
事

業
の
見
直
し
等
、
行
財
政
改
革
の

税
推
進
を
図
り
、
財
源
を
確
保
す

る
と
と
も
に
無
償
化
に
向
け
て
検

討
す
る
。

具
体
的
に
財
源
確
保
の
め
ど
は
。

給
食
費
の
無
料
化
に
つ
い
て
は
、

継
続
性
が
非
常
に
大
事
で
あ
る
。

現
在
、
町
全
体
の
事
業
に
つ
い
て
、

町
長
と
各
課
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実

施
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
を
踏
ま

え
た
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と

事
業
の
運
用
に
つ
い
て
所
管
課
で

町
長
の
施
政
方
針
に
つ
い
て

（
給
食
費
無
料
化
は
）

1
質 問

荒木 三朗

関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化

町福
祉
政
策
の
強
化
と
し
て
い
る
が
、

地
域
包
括
の
充
実
と
い
う
大
き
な

支
援
事
業
の
具
体
的
な
政
策
は
。

介
護
予
防
事
業
や
生
き
が
い
づ
く

り
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
地
域
の
見
守
り
や
助
け
合

い
活
動
を
促
進
さ
せ
、
高
齢
者
が

健
康
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地

域
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
支
援
を
必
要
と
す
る
高
齢

者
や
、
そ
の
家
族
の
相
談
に
適
切

に
対
応
し
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
体
制
強
化
や
関
係
機
関
と

の
連
携
を
図
り
、
適
切
な
支
援
が

提
供
で
き
る
よ
う
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
に
努

め
る
。

地
域
包
括
の
全
体
的
な
介
護
予
防
、

あ
る
い
は
生
き
が
い
づ
く
り
は
外

出
支
援
が
一
番
大
き
な
問
題
で
あ

る
。
取
り
組
み
は
。

1
質 問

町
長
の
施
政
方
針
に
つ
い
て

（
福
祉
政
策
の
強
化
は
）

検
討
し
て
い
く
。
こ
の
２
つ
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
を
、
町

と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
時
期
、
ボ

リ
ュ
ー
ム
等
の
判
断
材
料
と
す
る
。

デ
マ
ン
ド
交
通
の
黒
磯
の
病
院
へ

の
運
行
を
開
始
し
た
。
そ
の
影
響

も
あ
っ
て
利
用
登
録
者
、
利
用
者

と
も
に
増
加
を
し
て
い
る
状
況
で

あ
る
。
今
後
公
共
交
通
網
再
編
の

計
画
に
基
づ
き
、
さ
ら
に
色
々
な

事
業
を
進
め
て
い
く
。
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